
一
遍
教
學
に
海
け
る
時
間
に
つ
い
て

河

野

憲

善ニ
シ
テ

一
遍
が
弘
安
九
年
大
和
當
麻
寺
で
書
い
た
誓
願
偶
文
に

「命
断
須
與

聖
衆

シ
タ
マ
ヘ

ジ
テ

ノ

ニ

セ
ン

ニ

來
迎

乗
二
佛
本
願

一

往
二
生

極
樂

一」
と
あ
り
、
語

録
に

「
淨
土
門
は
身
心

を
放

下
し
て
三
界
六
道

の
中

に
希
望
す
る
所
ひ
と

つ
も
な

く
し
て
、
往

生
を
願

ず

る
な
り
。

此
界
の
中

に

一
物
も
要
事
あ
る

べ
か
ら
ず
。

此
身
を

こ
ゝ
に
置
き

な
が
ら
生
死
を
は
な

る

ゝ
事

に
は
あ
ら
ず
」
と

い
う
。

三
界

六
道
に
此
土
入
聖

を
薗
念
し
た
淨

土
門

の
正
系
と
し
て

の
あ
り
方
で
あ
り
、

臨
終
命
籔

の
き
ざ
み

西
方
蓮
毫
に
化
生
す
る

こ
と
が
唯

一
の
解

脆

の
道

で
あ

る
。
現
實
は
水

の
泡

の

如
く
亦
軍
に

一
形
造
悪

の
世

で
あ
る
。

繊
土
と
淨

土
は
絶
封

に
断
絶
し
、

現
實

ン
テ

ノ

ニ

を

永
遽

の
相

の
下
に
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
乗
二
佛
本
願

一死

の
彼

方
に
救

濟
を
願
う
他
力
易
行

の
基
本
形
態
に
立

つ
て

い
る
。

然
し
、

更
に
こ
の
淨

土
教
本
來

の
立
場
を
契
機

と
し

て
、
願
生
心
を
肯
定
し

同
時
に
否
定
す
る
高
弐

の
次

元
を
展

開
す

る
。
「
願
往
生

の
こ

製
ろ

は
名
號

に

蹄
す

る
ま
で
の
こ
ゝ
う
な
り
。

我

が
心
は
六
識

分
別
の
妄
心
な
る
故

に
彼

土

の

修
因

に
あ
ら
ず
。

名
號

の
位
即
ち
往

生
な
り
。

故

に
他
力
往
生
と

い
ふ
」
と
。

別
願
超

世

の
名
號
は
、

そ
の
功
徳

は
六
識

分
別
を
超

え
る
も

の
で
あ
り
、

名
號

に
麟
す

る
迄
の
十
念
肯
定

の
段
階

は
、

別
願

和
讃

に

「
始
め

の

一
念
よ
り
ほ
か

に

最
後

の
十
念
な
け

れ
ど
も

念
を
か
さ
ね
て
始
め

と
し

念

の
つ
く
る
を
、

終
り

と
す
」

と
い
う
念

の
頭
藪
を
否

定
す

る
當
證

の
念
佛
に
止
揚
さ
れ
る
。
捨

此
往
彼

の
教
義
門
は
そ

の
ま
ま
に
實
義
門
に
綜
合
さ
れ
、
絶

封
に
否
定

さ
れ
た

現
實
は
念
佛

の
眞
實

に
澄

い
て
肯
定
さ

れ
る
。

淨
繊

が
断
絶
す
る

の
は
輪
廻
生

死
の
凡
夫

の
立
場

で
あ
り
、
永
遠

の
今
が
肯
定
さ
れ

る
の
は
機
法

一
證

の
蒙
光

擾

に
澄
い
て
で
あ
る
。
機

法

一
證

は
手

段
で
も
方

便
で
も
な
く

て
念
佛
師

往
生

と
な

る
。
自
な

る
も

の
、
は
か
ら
い
に
お
い
て
そ
う
あ

る
の
で
は
な

い
。
既
に

法
然
に

二

念
に

一
度

の
往

生
を
あ

て
お
き
給

へ
る
願
な

れ
ば
、

念
ご
と

に
往

生

の
業

と
な

る
な
り
」

と
あ
る
。

ト
ハ

ノ

ナ
リ

ト
ハ

ト
ハ

證
塞
の
他
筆
鈔
下
に

「南
無

者
十
方
衆
生

阿
彌
陀

者
法
也
佛

者
能
畳
之

ナ
リ

ヲ

ク

イ
テ

ト

ト

ト
ノ

ニ

ニ
ハ

ガ

ル

ト

ン
バ

チ

ニ

ク

入
。

六
字
暫
開
二
機
法
畳

三

一終

三
重

成
二
一
膿

一也

然

則
名
號
之
外
無
二
能

ノ

モ

ク

ノ

モ

キ

モ

レ

チ

シ

ヲ

ス
ル

ノ

ヲ

ヲ

露
衆

生
一無
二
所
騰
之
法

一無
二能
畳
之

入

一也

是
則
絶

二
自
力
他
力

一絶
二
機
法

蝋虚

ヘ
ル

ト

ノ

ノ

ニ

ク

ノ

ニ

シ

レ
ヲ

フ

ノ

日
二南
無
阿
彌
陀
佛
一也

名
號
六
字
名
外
無
レ禮
薩
外
無
レ名
是

云
二名
證
不
二

ト

ノ

法
門

一
口
決
秘
事
也
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
和
文

と
な

つ
て

一
遍

の
語
録

に

見

ら

れ
る
。
「
聖
道
淨
土

の
二
門
を
能

く
く

分
別
す

べ
き
も

の
な
り
」
と

教

え

つ

つ

「機
法
を
た
て
ゝ
迷
悟
を
お
か
ば
病
藥
甥
治
の
法
に
し
て
、
眞
實
至
極
の
法

膿
に
あ
ら
ず
。
迷
悟
機
法
を
絶
し
自
力
他
力
の
う
せ
た
る
を
不
可
思
議
の
名
號

と
も
い
ふ
な
り
」
と
い
う
。
自
力
他
力
の
う
せ
た
る
至
極
の
法
は
證
室
に
源
す

る
。
自
力
他
力
を
判
繹
す
る
の
が
教
義
門
、
實
義
門
に
お
い
て
は
自
力
他
力
は

初
門
の
こ
と
と
な
り
、
自
他
を
絶
す
る
慮
に
絶
甥
の
他
力
が
あ
る
。
往
生
は
命

噺
須
與
に
あ
る
の
で
は
な
く
名
號
印
往
生
と
な
る
。
こ
れ
は
證
塞

一
遍
と
も
に

力
説
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
淨
繊
隔
歴
と
生
佛
不
二
と
の
交
渉
は
十
一
不
二
頚

に
示
さ
れ
る
基
本
綱
領
で
あ
る
。
亦

「名
號
酬
固
の
功
徳
に
約
す
る
時
は
十
界

の
差
別
な
く
、
娑
婆
の
衆
生
ま
で
も
極
樂
の
正
報
に
つ
ら
な
る
な
り
。
妄
分
に

約
す
る
時
は
淨
繊
も
各
別
な
り
、
生
佛
も
差
別
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
十
界
依

正
一
遍
證
と
も
い
う
。
善
悪
の
境
界
皆
淨
土
で
あ
り
、
法
藏
固
位
の
願
行
は
萸

如
の
起
動
に
外
な
ら
な
く
、
名
號
の
智
火
に
よ
つ
て
一
生
遺
悪
の
根
機
は
自
己

本
源
の
姿
に
臨
る
。

一
遍
教
學
に
お
け
る
時
聞
に

つ
い
て
 
(
河

野
)
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一
遍
教
學

に
お
け
る
時
間

に

つ
い
て
 
(
河

野
)

一
遍

は

「
往

生
は
初

め
の

一
念
な
り
。

初
め

の

一
念
と

い
ふ
も
な
ほ
機
に
付

き

て
い
ふ
な
り
。
南

無
阿
彌
陀
佛
は
も
と
よ
り
往
生
な
り
」
亦

「
然
れ
ば

一
念

に
往
生
せ
ず
ば

無
量

の
念
に
も
往
生
す

べ
か
ら
ず
」

と
い
う
。

蓋

し
當
禮

一
念

の
こ
と

で
あ
り
紹
野

の
而
今
を

い
う
。

機

法

一
證

が
絶
封
現
在

に
位
し

て
い
る

の
で
あ
り
、

永
達

の
今
が
脚

下
に
迫

つ
て
い
る
。
臨
不

一
等

に
し
て
只
今

の
外

に
念
佛
は
實
存
し
な

い
。
論
註
に
依
據

し
て
卒
生
時

一
念
蹄
命

を
無
後
心
無
間

心
と
し

て
い
る

の
で
あ
り
、
聲

々
の
名
號

は
當
證

一
念

に
き

わ

ま

る

の

で

あ

る
。

翻
想

の
野
象

で
も
な
け
れ
ば
概

念
で
も
倫

理
で
も
な

い
、

一
瞬

一
瞬
絶
野

者
と
野
決
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
直

下
承
當

の
只
今
、

現
實

に
見
失
わ

れ
た
永

達
は
名
號

の
當
證
に
奪
取
さ
れ
る
。
「
大
經

に
は
佳
塞
無
相
無
願

三
昧

と

説

け

り
。

此
即
ち
名
號
な
り
。

我
等

は
無
相
離

念
の
観
法
も
な

ら
ず

自
性
無
念

の
さ

と
り
も
な

ら
ず
、

底
下
愚
縛

の
凡
夫
な

れ
ど
も
身
心
を
放
下

し
て
唯
本
願
を
た

の
み
て

一
向

に
構
名
す
れ
ば
是

即
ち
自
性
無
念

の
観
法
な
り
、

無
相
離
念

の
悟

り
な
り

」
と
あ

る
。
唯
佛
與
佛
、
佛

々
相
念

の
境
地

で
あ

り
、

法
事
讃
下

よ
り

引

い
て

「
一
座
無
移

亦
不
動
」
と
も

い
う
。

六
識
凡
情

を
も

て
思
量
す

べ
か
ら

ざ
る
法
、

不
可
思
議

不
可
得

の
法
と
漸

つ
て

い
る
。

語
録
に
引
用
さ
れ
て
い
る
經
疏
に
鹸

乗

の
典
籍

は
極

め
て
少
く
、
繹
學

の
文

獻
は
固
よ
り
な

い
。
然

し
時
間
論
に
お

い
て
道

元
の
思
想
に
親
近
性
を
も

つ
こ

と
を
看
過
ず

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
亦
念
佛
即
往

生
が
修
即

證
で
あ
る
こ
と
も

お
お
う

べ
く
も
な

い
。
正
法
眼
藏

の
時
間

論
に
比
す

れ
ば

一
遍

の
語

は
飴
り
に

も
簡
結

で
あ
る
が
、

そ
れ
が
何
を
意
味
し
て

い
る
か
は
明
瞭
で
あ

ろ
う
。

蓋
し

時
間

に
實
證
を
認
め
ず

自
性
 
s
v
a
b
h
a
v
a
 
を

認
め

な

い

の

が
佛

教

の
傳
統

で

あ
る
。

一
遍

に
お
け
る
機
法

一
證

は
時
間
を
切
断
す

る

一
刹
那
に
あ
り
、

三
世

載
噺

の
只
今

に
あ
る
。

大
悲
に
働

か
れ
て
、
永

遠
は
死
後
に
魏
遁
さ
れ
る
の
で

は
な
く
當
謄

の
念
佛

と
し
て
實
存
す

る
。

當
證

の
念
佛

と

は

名
號

一
遍

で

あ

り
、

回
心
念

々
の
構

名
で
あ
り
、

端
的

に

一
聲

で
あ

つ
て
不
蓮
綾

の
連
績

と
し

て
相
績
す

る
。

主
證
的
證
瞼
と
し
て
の
行
程

で
あ
る
。

一
遍

に
よ
つ
て
把

握
せ

ら
れ
た
全
佛
教
は
當
鐙
、
一
念

の
宗
教
豊
験

の
外

に
は
な
く
、

三
世

は
水

李
化
に

あ
る

の
で
は
な
く

て
、
印

腱
現
成

の
只
今

が
優
越
す
る
。
機

法

一
薩

と
は
か
か

る
直
接
的
具
盤
な
謄
瞼
を
指
し
て

い
る
の
で
あ

つ
て
、
決
し
て
考

え
ら
れ
て

い

る
も

の
眺
め
ら
れ

て
い
る
も

の
で
は
な

い
。

襯
照
と
論
議
を
超
え
た
當
膿

の

一
念
は

一
遍
教
學

の
課
題

で
あ
り
、

時
間
論

が
道
元

の
そ
れ
を
彷
彿
せ
し
め
る
こ
と
を
認
め
る
前

に
、
既
に
西
山
義
が
何
程

か
道
元

の
暉
に
接
近
し

て
い
る

こ
と
を
認
め
な
け

れ

ば

な

ら

な

い
。
證
室
が

「
今
念
佛
印

往
生

と
は

一
念
も
機

の
功
を
待

た
ざ

る
位
に
決
定
往

生
す

る
膿
、

こ
れ
を
他
力
不
思
議

の
願
騰
と
云
ふ
な
り
」
と
。
修
即
證

の
念
佛

で
あ
る
。

亦

「
相
綾

不
断

の
謂
れ
も
自
ら

一
つ
の
名
號

に
具
足
す

る
な
り
」
と
も

「
夜
も
す

が
ら
念
じ

日
ね
も
す
に
唱

ふ
れ
ど
も

自
力
に
は
あ
ら
ず
、

念

々
聲

々
に
他
力

の

功
徳
が
圓
満
す
る
な
り
」
と
も

い
う
。

時
間

を
切
圓
す

る
瞬
間
と
そ

の
反
覆

と

し
て
の

一
念

一
行

は
西
山
義
に
も
見
ら
れ
る
も

の
で
あ

る
が
、

一
遍
教
學
が

こ

れ
と
匠

別
さ
れ

る
點

は
當
證

一
念
に

お
い
て
時
間

論
が

一
層
顯
者

で
あ
る

こ
と

と
教
義
が
簡
素
化

さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

而
し
て
道

元
の
暉
も

そ
の
究
寛

に
お
い
て
何
程

か
淨
土
教

に
近
く
、

表
面
的
に
は
必
ず

し
も
厚
意
を
も

つ
て
い

な

い
に
拘
ら
ず
、

道
元

と
證
室

一
遍

の
兩
系
列
が
相
互
に
接

近
し
て
い
る
と
い

う

こ
と
が
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
通
説

の
如
く
道
元
と
證
室

が
久
我
家

の
出
で
あ
り
、

懐
装

が
證
塞
よ
り
道
元

へ
、
如

一
が
道
元
よ
り
證

塞
更
に

一
遍

の
會
下
に
移

つ
た
等

の
事
情

が
、
教
學
を
側

面
か
ら
刺
戟
し
た

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

-126-


